
 
 

 
 

冬
季
俳
句
会
（
令
和
二
年
十
二
月
） 

「
特
選
句
」
句
評
（
兼
題
：
立
冬
、
子
季
語
含
む
） 

特
選
句 

句
評 

一
、
特
選
句
を
選
ば
れ
た
方
か
ら
、
そ
の
句
の
魅
力
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

○
好
事
家
に
十
一
月
場
所
の
居
反
り 

 
 
   

本
多
通
博 

 
 
 
 
 

◆
大
相
撲
で
多
彩
な
技
で
人
気
の
宇
良
が
大
け
が
を
乗
り
越
え
て
位
も
上
が
り
、
十
一
月
場
所
で
あ
っ
と
驚

く
勝
利
。
鮮
烈
に
痛
快
に
思
い
出
さ
せ
て
も
ら
つ
た
。 

 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

 

岩
壷
克
哉 

○
立
冬
や
禿
び
り
初
め
た
る
杖
の
先 

 
 
   

中
野
陽
典 

◆
ふ
と
見
れ
ば
す
り
減
つ
て
木
地
が
出
て
い
る
杖
の
先
、
一
緒
に
歩
い
た
月
日
を
思
い
、
心
新
た
に
立
冬
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

 

加
龍
恵
子 

〇
歳
時
記
に
母
の
筆
跡
今
朝
の
冬 

 
 
     

中
野
亘
子 

 
 
 
 
 

◆
歳
時
記
は
母
の
使
っ
て
い
た
の
を
使
っ
て
い
る
が
、
所
々
母
は
感
想
や
疑
間
を
残
し
て
い
る
が
、
生
前
の 

母
が
懐
か
し
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  

中
野
陽
典 

◆
母
の
遺
品
の
歳
時
記
を
開
く
と
、
そ
こ
に
鉛
筆
書
き
の
短
い
言
葉
、
母
の
自
作
の
句
か
、
懐
か
し
さ
と
私 

も
励
も
う
と
の
思
い
が
伝
わ
る
一
句
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

       
  

 

佐
藤
多
恵
子 

◆
お
母
様
の
筆
跡
の
残
る
歳
時
記
を
つ
か
う
幸
せ
。
こ
の
句
を
み
る
と
自
分
も
な
ん
だ
か
暖
か
く
な
り
ま
す
。 

自
分
の
母
の
こ
と
を
ひ
と
と
き
思
い
出
し
ま
し
た
。 

 
 

      
       

  
    

 

山
家
由
紀 

○
枯
園
の
あ
け
ぼ
の
杉
は
天
を
刺
す 

 
     

中
野
亘
子 

◆
「
あ
け
ば
の
杉
」
が
「
メ
タ
セ
コ
イ
ア
」
の
和
名
で
あ
る
こ
と
を
知
り
「
天
を
刺
す
」
句
の
光
景
が
鮮
明 

に
な
り
ま
し
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
  
       

     
前
田
秀
一 

○
天
平
展
出
ず
れ
ば
令
和
冬
麗
ら 

 
 
 
   

中
野
亘
子 

◆
こ
の
よ
う
な
体
験
が
羨
ま
し
い
思
い
で
す
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

    

西
村
敏
治 

○
見
舞
い
な
く
八
十
路
の
床
に
冬
立
て
り 

   

西
村
敏
治 

◆
コ
ロ
ナ
禍
で
見
舞
禁
止
の
入
院
と
な
り
、
心
細
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
何
時
同
じ
こ
と
に
な
る
か
と
思 

う
と
寂
し
さ
と
寒
さ
を
背
筋
に
感
じ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

佐
藤
茂
弘 

◆
作
者
は
老
齢
の
故
の
悲
哀
を
俳
句
に
し
て
い
る
の
で
、
作
者
の
気
持
が
よ
く
伝
わ
つ
て
く
る
良
い
句
で
あ 

る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
       

       
  
 

都 

福
仁 

◆
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
入
院
は
面
会
も
思
う
よ
う
に
で
き
ず
、
心
細
い
日
々
を
過
ご
し
た
こ
と
で
し
よ
う
。 

そ
の
よ
う
な
様
子
が
よ
く
表
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

 
 

    
       

  
 

三
木
徳
彦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆
コ
ロ
ナ
禍
の
折
大
変
で
す
。
頑
張
り
通
し
て
病
魔
に
打
ち
勝
つ
て
下
さ
い
。 

 
    

戸
堂
博
之 

○
焼
栗
や
憶
良
の
歌
を
つ
ぶ
や
け
り 

 
      

佐
藤
多
恵
子 

◆
普
遍
性
を
優
し
く
詠
ん
だ
憶
良
は
人
々
の
心
に
泌
み
渡
つ
て
い
る 

つ
ぶ
や
け
り…

に
深
く
領
き
つ
つ 

思
わ
ず
目
頭
が
熱
く…

 

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
       

 

網 

佑
子 

○
岩
陰
に
つ
わ
ぶ
き
の
黄
色
自
己
主
張 

 
    

斎
藤
優
子 

◆
我
が
家
の
庭
に
咲
い
て
い
て
、
同
じ
よ
う
な
景
な
の
で
全
く
同
じ
思
い
で
し
た
。    

岩
崎
悦
子 

○
忘
却
と
如
何
に
伴
奏
老
い
の
冬 

 
 
 
    

網 

佑
子 

◆
現
在
の
私
の
心
境
に
ピ
ツ
タ
リ
で
し
た
。 

 
 
 

           
       

 
 

 
  

吉
澤
志
保
子 

 



 
二
、
高
得
点
句
を
見
て
み
ま
し
よ
う
。 

①
最
初
は
中
野
亘
子
さ
ん
の
句 

歳
時
記
に
母
の
筆
跡
今
朝
の
冬 

９
人
の
方
が
選
し
、
う
ち
３
人
が
特
選
に
採
ら
れ
た
。
歳
時
記
を
開
く
の
が
日
常
の
生
活
に
な
つ
て
い
る
の
が
目

に
見
え
る
よ
う
で
す
。
今
朝
の
冬
を
下
五
に
持
っ
て
き
て
部
屋
の
内
外
の
対
比
も
感
じ
ら
れ
て
き
り
つ
と
締
つ
た
良

い
句
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。 

② 

二
句
目
は
、
西
村
敏
治
さ
ん
の
句 

見
舞
無
く
八
十
路
の
床
に
冬
立
て
り 

作
者
は
こ
の
春
、
仕
事
を
譲
ら
れ
た
後
体
調
が
す
ぐ
れ
ず
、
何
か
と
制
約
の
あ
る
入
院
生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
す

が
、「
小
川
誠
二
郎
さ
ん
」
指
導
で
続
け
て
き
た
、
仲
間
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
の
一
心
で
、
俳
句
を
続
け
ら
れ
て
い

る
と
か
。
こ
の
句
に
は
４
人
が
特
選
を
、
入
選
を
合
わ
せ
る
と
十
四
人
が
採
ら
れ
、
激
励
文
も
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。 

③
他
に
目
を
引
い
た
優
れ
た
句
を
ご
紹
介
し
ま
す 

・
戸
堂
博
之
さ
ん
の
句 

 

蕎
麦
湯
の
香
満
る
学
食
午
後
の
鐘 

・
佐
藤
茂
弘
さ
ん
の
句 

 

冬
立
つ
日
喪
中
は
が
き
の
二
通
来
て 

・
前
田
秀
一
さ
ん
の
句 

 

ホ
ツ
と
す
る
汁
の
ひ
と
口
今
朝
の
冬 

・
都 

福
仁
さ
ん
の
句 

 

二
上
山
登
る
足
も
と
冬
の
蝶 

・
小
松
康
子
さ
ん
の
句 

 

立
冬
や
井
戸
水
ぬ
る
く
土
ぬ
く
し 

・
加
龍
恵
子
さ
ん
の
句 

 

冬
立
ち
て
母
校
訪
ね
ば
子
等
眩
し 

・
佐
藤
多
恵
子
さ
ん
の
句 

焼
栗
や
憶
良
の
歌
を
つ
ぶ
や
け
り 

・
山
家
由
紀
さ
ん
の
句 

 

球
磨
川
の
文
字
美
し
く
冬
立
つ
日 

・
富
岡
訓
子
さ
ん
の
句 

 

訃
報
あ
り
一
気
に
還
る
あ
の
冬
日 

・
斎
藤
優
子
さ
ん
の
句 

 

今
日
も
ま
た
同
じ
処
に
冬
バ
ツ
タ 

・
網 

佑
子
さ
ん
の
句 

 

山
茶
花
の
庭
彩
り
て
散
り
敷
き
て 

 

他
に
も
沢
山
の
良
句
を
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
度
は
「
添
削
」
の
形
の
ご
指
導
が
取
れ
ず
、
今
後
皆
様
の
ご
意

見
も
お
聞
き
し
な
が
ら
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
選
句
に
加
わ
っ
て
頂
い
た
選
者
の
皆
様
に
、
選
句
に
寄
せ
て
頂
い
た
熱
い
思
い
に
対
し
ま
し
て
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す 

 

【
選
句
に
つ
い
て
お
願
い
】 

一
、
お
一
人
五
句
選
句
し
て
頂
き
、
そ
の
「
句
番
号
」
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

二
、
選
句
の
内
「
特
選
句
」
一
句
の
番
号
の
後
ろ
に
「
特
選
」
と
記
入
し
て
下
さ
い
。 

三
、「
特
選
句
」
に
つ
い
て
、
五
〇
文
字
以
内
で
句
評
を
お
願
い
で
き
れ
ば
な
お
結
構
で
す
。 

 

投
句
、
選
句
者
氏
名 

 

（ 

）
内
は
選
句
者
略
号
（
五
十
音
順
） 

網 

佑
子
（
佑
）、
井
狩 

修
（
修
）、
岩
崎
悦
子
（
崎
）
岩
壷
克
哉
（
克
）、
加
龍
惠
子
（
恵
）
楠
野
圭
子
（
圭
）、 

小
松
康
子
（
康
）、
斎
藤
優
子
（
優
）、
佐
藤
多
恵
子
（
多
）、
佐
藤
茂
弘
（
茂
）、
戸
堂
博
之
（
博
）、
富
岡
訓
子
（
訓
）
、

中
野
亘
子
（
亘
）、
中
野
陽
典
（（
陽
）、
西
村
敏
治
（
敏
）、
本
多
通
博
（
通
）、
前
田
秀
一
（
秀
）、
三
木
徳
彦
（
徳
）、 

都 

福
仁
（
福
）、
宮
本
智
乃
（
智
）、
元
永
悦
子
（
永
）、
山
家
由
紀
（
由
）、
吉
澤
志
保
子
（
志
） 

 

 


